
電子計算機室の歩み

荻原 淳

培養育成研究施設逍子計鈴機室が設置されたのは昭和56年に遡る。このとき主計算機として DEC

社製の VAXll/780 システムが導入された。この計算機システムは，当時感覚情報研究部門で視覚

刺激情報処理の研究のデータ処理やシミュレーションを行うことを主として使用されてきた。その後，

昭和62年に主計坑機システムにネットワーク装置を増設し，計算機室内でローカルエリアネットワー

ク (LAN) を構築すると共に，当時アカデミック研究機関同士を結んだ国際的なコンピュータネット

ワーク BITNET に参加し，地子メールとファイル交換が行えるようになった。この時点より所内は

もとより機構内の利用者も急増し，ネットワーク事業はその後の計算機至の主な活動方針の 1 つと

なった。その後，文部省ヒトゲノム計画の一環としてコンピュータネットワーク「ゲノムネット」が

計画された際に，基礎生物学研究所はゲノム拠点研究機関として，ゲノムネットが所屈していた理学

系研究機関の国際ネットワーク TISN に加盟し，インターネットヘの参加の先駆けとなった。これは

その後岡崎機構に引き継がれて今でも接続先こそ変わったものの継続して盛んに利用されている。平

成 4 年にはそれまで技官スタッフだけであったところに専任助手が着任し，それとともに遺伝情報処

埋分野の研究も開始された。このときの成果の 1 つであるタンパク質の細胞内局在部位千測システム

は現在でも WWW を通して世界的に利用されている。平成 8 年には助手が交代したが， タンパク質

の配列モチーフを利用した解析法の方法論的研究や，新たなゲノムデータベースの開発など，配列解

析を中心とした情報学的な立場での研究が継続している。研究の他にもサポート施設としての業務を

行っているが，所内向けサービスとしては配列解析ソフトウェアパッケージや関連データベースの整

備，パソコン用のソフトウェアの整備，ネットワークの敷設や維持管理，計算機やネットワーク利用

に関する利用者サポートなどを行っている。現在特にデータベースを含めた配列情報処理のための現

境の再整備を最重要課姻として行っており，そのために新たな計算機システムの要求や，新しいソフ

トウェア及びデータベース開発に取り組んでいる。
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